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研究内容 
［１］選択支援を取り入れた推薦システムの構築 
・商品購入などにおいて、利用者は多数の候補の選

択が求められる。購買意欲を刺激する方法として、
膨大な候補の中から利用者の嗜好にあった候補
を抽出して推薦する手法は極めて有効である。 

・しかしながら候補が持つ特徴には価格などの定量
的な情報だけでなく色やデザインなどの定性的
な情報も含まれる。従来の検索システムでは、こ
れらの情報をもとに利用者の曖昧な嗜好にもと
づいて候補を絞り推薦込むことは困難である。 

・本研究室では候補となる対象から必要な情報を抽
出し（図１参照）、明確な選択基準と曖昧な嗜好
で表現される利用者の要望に対して柔軟な対応
を可能とする推薦システムを開発している[1][2]。 

 
［２］構成要素因果関係による状態検知方法の提案 
・ビル空調システムのような大規模システムにおい

て安全な動作を確保するために、測定機器から得
られる時系列データを分析して状態を早期に検
知し、修繕する必要がある。 

・しかし状態を検知するために必要な各種センサお
よび測定データはコスト面から限られ、検知対象
は多種多様であり、他の対象の測定データは流用
できない問題がある。この問題を解決するために、
従来の方法では専門家の知識を必要としている。 

・本研究では、専門家の知識の代わりに因果関係を
もつ複数の測定値時系列データを利用する方法
により、異常状態を検知するための状態検知方法
を提案している（図 2 参照）[3] [4]。 

 
［３］意見集約による意思決定支援システムの開発 
・情報技術や情報システムを利用して合意形成や問

題解決を行う方法として、集団意思決定支援シス
テムが多数提案されている。 

・しかし判断項目に対して参加者からは「どちらで
もよい」といった定性的な意見が含まれる場合が
多く定量的な意見との比較検討が困難である。ま
た合意形成の候補である選択肢には一長一短が
ある。従来、最終判断は担当者に一任されている。 

・本研究室では定性的な情報を定量的な値に置き換
える方法を採用し、異なる尺度の値を目的関数に
取り入れる場合に対応した集団意思決定支援シ
ステムを開発している[5]。このシステムでは合意
形成の過程を確認することを可能としている。 

図 1  車を対象とした Hough 変換による特徴抽出 

図２  測定値時系列データにもとづく状態検知 
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